
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

主
な
内
容

 平
成
30年

度
採
用
の
十
日
町
市
職
員
の
募
集

614

 衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び

 最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

12

 平
成
28年

度
決
算
ほ
か

 交
通
安
全
対
策「
ゾ
ー
ン
30」に

つ
い
て

1516

お
知
ら
せ・ガ

イ
ド

　熱
中・夢

中
／
お
ら
ほ
の
た
か
ら

ジ
ュ
ニ
ア
芸
術
祭

2628 19
 キ
ラ
メ
キ
ワ
ー
カ
ー
ズ

18

連
載
コ
ー
ナ
ー
②

連
載
コ
ー
ナ
ー
①

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

特
集
２

1
 越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル・十

日
町
市
中
央
公
民
館

 「
段
十
ろう
」完
成

特
集
1

♪
～

新
し
い
出
会
い

　
　
ワ
ク
ワ
ク

情
報
を
伝
え
る
　
魅
力
が
伝
わ
る
　
　
十
日
町
市
を
も
っ
と
好
き
に
な
る

と
 お
 か
 ま
 ち

報
市

No.301

平
成
29年

 10
月10

日
号

10
/10
2017

♪
～

新
し
い
出
会
い

　
　
ワ
ク
ワ
ク

と
お
か
ま
ち

No.301
No.301
No.301
No.301
No.301

“
ま
ち
”と“
ひ
と
”を
芸
術・文

化
で
つ
な
ぐ
に
ぎ
わ
い
拠
点

段
十
ろ
う
完
成
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講堂 調理室

西玄関

楽屋1

練
習
室
１

練
習
室
２

楽屋2

親
子
室

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
室

2F客席

◀客席入口

◀客席入口

▲
玄関

事務室

多目的
スペース3

多目的
スペース2

多目的
スペース1

和室

だんだんテラス

だんだんテラス

プレイ
ルーム

ホ
ワ
イ
エ

1F客席

2F席

2F席

2市報とおかまち　平成29年10月10日号市報とおかまち　平成29年10月10日号3

３種類の遮音機能の
ある部屋で、集中し
て音楽などの練習が
できます。

多目的スペース１～３【約42㎡・３部屋】

スライディングウォール（移動式の間仕切り）を格納し、

多目的スペースを２部屋または３部屋つなげての利用も可

能です。

和室（茶室）【12畳・２部屋】

調理室【約73㎡】

練習室１【約32㎡】

練習室２【約41㎡】

練習室３【約75㎡】

講堂【約124㎡】

市報とおかまち　平成29年10月10日号

親子で楽しめる場所ができてうれしい
です。建物もすごくオシャレで、従来
の公民館のイメージが変わりました。
気軽に通える教室・イベントなども、
どんどんＰＲしてほしいです。

池田裕子さん・希
の

心
こ

ちゃん（神明町）

市民の声

お茶やお花などの活動を
行えます。襖を外して
24畳１部屋としての利
用も可能です。

公民館職員 齋藤 雅哉

公民館職員 水落 まどか

明るく開放的な
空間で料理を楽
しめます。

「だんだんテラス」は、誰
でも気軽に過ごせるスペー
スとして、さまざまな人た
ちの交流を生み出します。 

を芸術・文化で つなぐにぎわい拠点
芸術・文化の振興を目 的とした文化ホールと生涯学

習・社会教育の推進を 目的とした公民館の複合施設

で、市街地の周辺施設 などと連携し、「交流」や「新

たな賑わいの創出」を

を芸術・文化で つなぐにぎわい拠点

“まち”と“ひと”特集1

だんだんテラス
【約100㎡】 目指します。
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ステージから客席に向って

アート
作品

火焔型土器をモチーフ
に、木の温もりを感じら
れる落ち着いた空間で、
特に響きを重視した質の
高いホールです。

客席からステージへ向って

光のインスタレーション

「光の織」
高橋 匡太

彫刻

「THE BIRTH OF THE SPRING」
ジョゼ・デ・ギマランイス

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

日
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

　
段
十
ろ
う
の
開
館
に
あ
た
り
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

い
ま
す
（
入
場
は
招
待
者
の
み
）。

開
館
記
念
式
典

日
11
月
４
日
㈯
〜
10
日
㈮
※
８
日
㈬
を

除
く
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
段
十
ろ
う
の
内
部
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
５
日
㈰
は
、
屋
外
で
本
町
１
丁
目
青
年
部
企

画
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

市
民
内
覧
会

高
橋
匡
太
「
光
の
織
」

日
11
月
3
日
（
文
化
の
日
）
〜
12
日
㈰

午
後
6
時
〜
9
時

「
光
の
織
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
ギ
マ
ラ
ン
イ
ス

　「S

ス

ノ

ー

N
O

W
 O

オ
ブ

F
 S

ス

プ

リ

ン

グ

P
R
IN

G

」

日
11
月
4
日
㈯
〜
10
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
※
８
日
㈬
を
除
く

ホ
ー
ル
緞
ど
ん
ち
ょ
う
帳
を
公
開
し
ま
す
。

ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
ギ
マ
ラ
ン
イ
ス

　「T

ザ

H
E
 B

バ

ー

ス

IR
T

H
 O

オ
ブ

F
 T

ザ

H
E
 S

ス
プ
リ
ン
グ

P
R
IN

G

」

施
設
の
入
口
に
設
け
ら
れ
た
屋
外
作
品

作
品
特
別
公
開

日
平
成
30
年
3
月
18
日
㈰
時
間
未
定
　

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
12
月
中
旬

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
落
語
家
や
漫
才
コ

ン
ビ
、
今
話
題
の
若
手
芸
人
な
ど
が
や
っ
て
き
て
、

会
場
が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
す
。
市
民
も
参
加
で
き

る
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
（
公
開
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
あ
り
）。

※
出
演
者
や
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
な
ど
、
詳
細
が
決

ま
っ
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

第
1
部

：

お
笑
い
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

お
な
じ
み
の
落
語
家
や
漫
才
コ
ン
ビ
が
出
演

第
2
部

：

ト
ー
ク
〜
ふ
る
さ
と
、
わ
が
町
あ
の
ひ

と
・
こ
の
ひ
と

中
堅
漫
才
コ
ン
ビ
と
地
元
出
演
者
に
よ
る
ト
ー
ク

第
3
部

：

ほ
の
ぼ
の
コ
メ
デ
ィ
劇
場

吉
本
新
喜
劇
と
地
元
出
演
者
に
よ
る
コ
メ
デ
ィ
劇
場

宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇
場
i n
十
日
町

日
平
成
30
年
3
月
10
日
㈯

　
午
後
２
時
30
分
開
演

　
鈴
木
秀
美
さ
ん
指
揮
に
よ
る
本
格
的
な
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
公
演
。

　
ソ
リ
ス
ト
・
レ
ベ
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
50
名
が

国
内
外
か
ら
集
結
、
表
現
力
の
高
さ
と
楽
曲
へ
の

斬
新
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
ヴ
ェ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
5
番

「
運
命
」・
第
6
番
「
田
園
」
の
演
奏
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
な
ど
、
詳
細
が
決
ま
っ
た
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
リ
ベ
ラ
・
ク
ラ
シ
カ
十
日
町
公
演

日
12
月
9
日
㈯
午
後
２
時
開
演

【
チ
ケ
ッ
ト
完
売
】

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
高
嶋
ち
さ
子
さ
ん
が
平
成

18
年
に
立
ち
上
げ
た
、
観
て
も
聴
い
て
も
、
美
し

く
楽
し
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。

高
嶋
ち
さ
子

12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

~
B
e
st C

la
ssic

s H
a
rm

o
n
y
~

日
平
成
30
年
1
月
13
日
㈯

　
午
後
3
時
開
演

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
11
月
19
日
㈰

￥
３
５
０
０
円
※
全
席
自
由

　
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
50
年
、
グ
ル
ー
プ
サ

ウ
ン
ズ
の
王
者
と
し
て
華
々
し
く
活
躍
し
た
「
ジ

ャ
ッ
キ
ー
吉
川
と
ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ
」
最
後
の
雄

姿
を
お
見
逃
し
な
く
！

ジ
ャ
ッ
キ
ー
吉
川
と
ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ

〜
フ
ァ
イ
ナ
ル
追
加
公
演
〜

楽屋１・２【各定員３人、約19㎡、ユニットバス付】

楽屋３　　 【定員13人、約39㎡、和室６畳併設】

楽屋４　　 【定員15人、約51㎡】

トイレ【男性・女性各３か所】

イベント時でも余裕を持って利

用できるスペースとなっていま

す。

アート
作品

高
橋
匡
太
「
光

日ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
ギ
マ
ラ
ン
イ
ス

日ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
ギ
マ
ラ
ン
イ
ス

段十ろうにはア
ー ト 作品も配
置しています。

■施設概要

・ホール客席数

708席（１階323席、２階377席）

　　　（親子室４席、ユニバーサル室４席、車椅子席あり）

・ステージ寸法

341.11㎡（間口17.25ｍ×奥行9.9ｍ×高さ９ｍ）

音響機

調光機
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まちづくりの実り

「人にやさしい　まちづくり」

■特定不妊治療の費用を助成▶402万円

　不妊で悩む夫婦の特定不妊治療の費用に対し、

県の助成額を除いた治療費の全額を助成しました。

■少子化対策基金を創設▶２億1,880万円

　少子化対策に有効な事業に安定的・継続的に取

り組む財源とするため、平成30年度までの３年

間で約６億6,000万円の積立額を目指します。

■西保育園を改築▶１億9,420万円

　県内初の下水熱を利用した冷暖房システムを導

入しました。また、改築にあわせ園名を「きらき

ら西保育園」に改めました。

■妊産婦の医療費を助成（妊娠届出日から産後１

か月まで）▶337万円

■産後ケア事業への支援▶41万円

■子育て用品券の給付（おむつ・粉ミルク・おし

りふきと交換可能）▶269万円

■認定こども園の運営費を給付▶３億119万円

■英語教育の充実▶473万円

■「ふるさと学習」として信濃川ラフティング体

験（小学５年生）▶431万円

■心と体をはぐぐむ、学校給食の充実（子どもた

ちによる野菜栽培・調理施設の改修）

　▶2,263万円

■耐震化などの学校整備（中条小・倉俣小・貝野

小・川西中・松之山中）▶６億5,148万円

■屋根などの除雪費用を助成

　▶5,014万円

■グループホーム建設を支援▶1,400万円

■障がい者の就労場所の整備を支援▶1,000万円

ほかにもこんなことを実施しました

ほかにもこんなことを実施しました

●問合せ＝財政課財政係☎757-3114

　市では昨年度、歳出総額545億1,928万円

（一般会計と特別会計の合計）を有効に活用

し、「選ばれて 住み継がれるまち とおかま

ち」を目指してまちづくりを進めました。

　その主な取り組みや、会計状況・財政状況

をお知らせします。

平成
28年度 主 取な 組み

※事業費は平成28年度支出額・一部
イメージ写真を使用

「活力ある元気な　まちづくり」

■市民活動センター「十じろう」を整備

　▶２億3,418万円

　中心市街地でさまざまな市民主体の活動ができ

る拠点施設を整備しました。

■新しい人の流れを創出▶850万円

　国際ご当地グルメグランプリを初めて十日町市

で開催したほか、飯山線でのSL運行を行いま

した。

■首都圏における農産物などの販路拡大を推進

　▶668万円

　埼玉県和光市にクロステン首都圏営業所を設置

し、プロモーション活動を行いました。

■スポーツ交流や国際的キャンプ誘致（クロアチ

ア共和国など）▶590万円

　東京オリンピック・パラリンピックのホストタ

ウンとして国の認定を受けました。

■「大地の芸術祭の里」ブランド化▶１億7,567万円

　次回開催の「第７回大地の芸術祭」のための企

画運営、年４回の四季の企画展や参加型イベント

を開催しました。また、会場を当間高原リゾート

に変更して越後妻有雪花火を開催しました。

■アウトドア観光を推進▶1,257万円

■コモ市との文化交流を推進▶188万円

■豪雪を鍵としたインバウンド誘客を拡大

　▶3,936万円

■十日町市産材を使った住宅建築を支援

　▶665万円

■認定農業者の農業経営を支援▶1,229万円

■越後妻有文化ホール・中央公民館を整備

　▶６億6,054万円

■県美術展覧会十日町巡回展を開催▶130万円

■新博物館整備（基本設計・実施設計）

　▶4,759万円

■若者や事業者の新規創業を応援▶709万円

■企業の設備投資と雇用を支援▶6,190万円

■事業者の販路拡大を支援▶905万円

■企業の人材確保のため若者の就労を支援

　▶125万円

■「小さな拠点」づくりに取り組む地域を支援（川

西地域仙田地区）▶8,376万円

■地域おこし協力隊を受け入れ持続的な地域づく

りを応援▶5,773万円

■結婚を希望する人を支援▶1,224万円

■「十日町市に住む」を支援▶750万円

■移住体験施設の整備・管理▶5,082万円

■結婚届を出したカップルに飲食店の利用補助券

付きお祝いカードを進呈▶42万円

平成28年度 決算 まちづくりの実り

●問合せ＝財政課財政係☎757-3114

平成28年度の決算・主な事業・
財政状況のお知らせ

特集2
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「安全・安心な　まちづくり」

「まちづくりの　推進に向けて」

■ピロリ菌抗体検査を実施▶ 314 万円

　胃がんの原因の一つ「ピロリ菌」の抗体検査を

実施しました。

■医療従事者確保の取組み▶ 5,311 万円

　医療施設整備の支援や、市内の病院に勤務する

若手医師へ研究資金の貸与など、全国トップクラ

スの支援策で地域医療の充実に向けて取り組みま

した。

■協働のまちづくりの拠点づくり▶1,559万円

　市民交流センター「分じろう」・市民活動セン

ター「十じろう」を協働のまちづくりの拠点とし

て活用しました。

■ごみカレンダーアプリを提供▶39万円

　ごみの分別が「簡単に」「素早く」分かるスマ

ートフォン用のアプリを無料で提供しました。

■水力発電事業化に向けた取組み

　▶4,706万円

■集中豪雨に備えた雨水渠の整備（中海雨水幹線

バイパス工事ほか）▶4,314万円

■除雪による冬季間の交通確保▶21億7,852万円

■消雪パイプ更新（５路線）▶１億6,078万円

■流雪溝の整備（川治・川西地域）▶7,356万円

■第２次環境基本計画を策定▶454万円

■公共施設などへ再生可能エネルギー設備導入

（基本調査）▶827万円

■住民健診などの受診率向上▶9,651万円

■消防訓練棟・災害対応特殊救急自動車の整備な

ど（広域事務組合負担金）▶12億8,228万円

■自主防災組織を支援▶284万円

■道路整備（43路線）▶５億2,285万円

■都市計画道路整備（市道稲荷町線）▶140万円

■橋・舗装などの点検・修繕強化▶１億4,557万円

■克雪化・耐震化・バリアフリー化など住宅リフ

ォームの助成▶1,310万円

■浄水場の整備（電気・機械設備工事）

　▶１億8,730万円

■地域自治組織の活動を支援▶6,945万円

■住民票などの証明書のコンビニ交付を開始（住

民票の写し・戸籍謄抄本・戸籍附票・印鑑証明

書）▶946万円

■郵便局で証明書を交付（魚沼中条・橘・仙田・

倉俣・山平・室野・浦田）▶103万円

■市債の繰上償還の促進▶１億9,459万円

県支出金
23億7,621万円（6.3%）

地方譲与税
2億8,132万円（0.8%）

地方消費税交付金
9億5,520万円（2.5%）

その他
1億2,851万円（0.3%）

繰越金 20億6,202万円（5.4%）
諸収入 14億7,824万円（3.9%）
使用料・手数料 3億3,997万円（0.9%）

その他 11億4,590万円（3.0%）

分担金・負担金 3億1,277万円（0.8%）

市債
45億6,810万円
（12.0%）

国庫支出金
37億7,643万円
（10.0%）

市税
60億8,914万円
（16.1%）

地方交付税
144億849万円
（38.0%）

自
主
財
源
30.1%

依
存
財
源
69.9％

歳入

一般会計
439億2,528万円（62.2%）

簡易水道事業特別会計 57億6,288万円（8.1%）

下水道事業特別会計
187億458万円（26.5%）

水道事業会計 21億7,343万円（3.0%）

松之山温泉配湯事業特別会計 960万円（0.1%）
国民健康保険特別会計 159万円（0.1%）

　市が国や銀行などの金融機関

から長期に借りているお金の残

高です。

災害復旧費
6,376万円（0.2%）

労働費
3,847万円（0.1%）

議会費
2億888万円（0.6%）
消防費
13億4,442万円（3.7%）
農林水産業費
18億5,776万円（5.1%）
衛生費
20億7,879万円
（5.7%）

民生費
87億1,852万円
（24.0%）

土木費
62億379万円
（17.1%）

教育費
37億8,959万円
（10.4%）

総務費
39億9,974万円
（11.0%）

商工費
26億9,941万円
（7.4%）

公債費
53億5,100万円
（14.7%）

歳出
（目的別）

一　般　会　計

※（　）内は構成比

会　計　名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 66億1,768 64億6,596

国民健康保険診療所 1億7,203 1億3,464

後 期 高 齢 者 医 療 5億4,463 5億3,192

介 護 保 険 71億 947 69億 50

簡 易 水 道 事 業 12億3,658 11億1,396

下 水 道 事 業 32億4,195 29億9,866

松之山温泉配湯事業 2,236 1,951

合　　　計 189億4,470 181億6,515

 （単位：万円）

※（　）内は構成比

15億6,817万円の黒字

　黒字となったお金は平成29年度に繰り越さ
れ、平成29年度当初に見込んでいなかった事
業に充てられるなど、有効に利用されます。

歳 入 379億2,230万円［前年度比6.4％減］

歳 出 363億5,413万円［前年度比5.5％減］

民生費
 159,269円

福祉の充実に

土木費
 113,330円

道路の建設や
都市計画に

公債費
97,751円

借入金の
返済に

総務費
 73,067円

人件費などに

教育費
69,228円

学校や社会
教育に

商工費
49,312円

産業や観光に

衛生費
37,975円

医療やごみ
処理などに

農林水産業費
33,937円

農業などの
振興に

消防費
24,560円

防災安全の
ために

その他
5,684円

災害復旧や
議会の運営

などに

　28年度の一般会計の歳出決算額を29年３

月末の人口５万4,741人で割ったおおよそ

の金額です。

市民１人当たりの歳出額 約66万4,112円

地方債残高 705億7,736万円 特　別　会　計

平成
28年度 会 状計 況

平成28年度 決算 まちづくりの実り

ほかにもこんなことを実施しました

ほかにもこんなことを実施しました
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財政の弾力性・財政力の強さの状況 〜財政指標〜

市財政の運営状況 〜健全化判断比率・資金不足比率〜

12.41％赤字なし

実質公債費比率

将来負担比率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

早期健全化基準十日町市の指標

20％

17.41％

12.3％ 25％ 35％

赤字なし

資金不足なし

30％

財政再生基準

資金不足比率 20％

経営健全化基準

350％99.2％

財
政
悪
化

経
営
悪
化

健全財政 財政悪化

健
全
化
判
断
比
率

0％

■実質赤字比率

　一般会計を対象とした赤

字額の程度

■連結実質赤字比率

　全会計を対象とした赤字

額の程度

■実質公債費比率

　公債費とこれに準ずる経

費の程度

■将来負担比率

　公営企業会計も含めた将

来の支払い予定額の程度

　経常的な経費（人件費・扶

助費・公債費など）に、経常

的な一般財源収入（市税・地

方譲与税・普通交付税など）

がどの程度充当されているか

を表す比率です。この数値が

低いほど弾力的であり、独自

の施策を行ったり突発的な事

業に対応したりすることが可

能になります。

　一定の方法で算定した数値

の３年間の平均値を使います。

数値が大きいほど財政に余裕

があり、財政力が強いといえ

ます。この数値が１を超える

と自前の収入で運営できると

いうことになり、普通交付税

が交付されません。

80

100
（％）

90

H28H26

92.7％ 92.8％
95.2％

H27 H26 H28

0.373 0.367
0.355

H27

0.35

0.30

0.25

0.20

0.40

　普通交付税などの
一般財源が減少した
ことにより、数値が
上昇しました。

　税収などの減少
により減少傾向に
あります。

■資金不足比率

　公営企業会計（水道事業会計・簡易水道事業特別会

計・下水道事業特別会計・松之山温泉配湯事業特別会

計）ごとに事業規模からみた資金不足の割合

経常収支比率 95.2％

財政構造の弾力性を判断する指標

財政力指数 0.355

財政力の強さを判断する指標

平成
28年度 財 状政 況

平成28年度 決算 まちづくりの実り

歳出
2億8,631
万円

津南町
1億
4,535万円
（46.4％）

十日町市
3,071万円
（9.7％）

斎場組合費 1,397万円（4.5％）

諸収入 1,010万円（3.2％）
財産収入 4万円（0.1％未満）

斎場費
1,973万円
（6.9％）

ごみ処理費
1億3,446万円
（47.0％）

最終処分場費
1,400万円
（4.8％）

し尿処理費
7,746万円
（27.1％） 清掃総務費

662万円
（2.3％）

総務費
3,387万円（11.8％）

議会費 17万円
（0.1％未満）

津 南 町 803万円（2.6％）
十日町市 403万円（1.3％）
栄　　村 191万円（0.6％）

ご
み・し尿処理組

合

費
 2
億
9
6
1
万
円
（
66
.8
％

）

 　
　組

合費 2億2
,35

8万
円
（
7
1
.3
％
）

衛
生
費

 2億5,227万
円（

88
.1
％
）

繰入金
1,351万円（4.3％）

繰越金
3,365万円
（10.7％）

手数料
1,723万円
（5.5％）

使用料
1,536万円
（4.9％）

栄村
3,355万円
（10.7％）

使用料
および手数料
3,259万円
（10.4％）

歳入
3億1,347
万円

歳出
20億1,168
万円

総務費 2,725万円
（1.4％）

企画振興費 9万円（0.1％未満）

議会費 51万円（0.1％未満） 

消防施設費
1億315万円
（5.1％）

 　　消
防費
 17
億

3,
79
5万
円
（
86
.3
％
）

歳入
21億4,667
万円

県支出金 4,287万円
（2.0％）

繰越金 8,675万円
（4.0％）

諸収入 1,120万円（0.5％）

公債費
2億4,588万円
（12.2％）

非常備消防費
2億8,246万円
（14.0％）

消防再編計画
事業費
2億8,319万円
（14.1％）

常備消防費
10億
6,915万円
（53.1％）

十日町市
13億7,780万円
（64.2％）

津南町
3億
2,228万円
（15.0％）

組合債
2億8,220万円
（13.2％）

財産収入 226万円
（0.1％）

使用料・手数料 181万円
（0.1％）

 　　分担金・
負担
金
  1

7億
8万
円（
79
.2
％
）

国庫支出金 1,950万円
（0.9％）

繰越金1億3,499万円

繰越金2,716万円

※（　）内は構成比一　般　会　計

※（　）内は構成比一　般　会　計

 （単位：万円）

歳　入 歳　出 繰越金

4,771 4,568 203 
家畜指導診療所特別会計

津南地域衛生施設組合
　十日町市（中里地域・松之山地域のみ）・津南町・栄村の３市町村で構成し、

火葬・ごみ・し尿などの共同処理を行いました。

　十日町市と津南町で構成し、主に消防業務および家畜指導診療業務を行

いました。

十日町地域広域事務組合

平成
28年度 構 組成 合 会計
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生活に直結する情報などをお知らせします
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「その一票 明るい未来の 第一歩」

衆議院議員総選挙および最高裁判所裁判官国民審査

● ● ● ● ●問合せ：選挙管理委員会事務局☎757-3191

期日前投票所 受付期間 受付時間

保健センター（市役所隣）
１階　会議室Ｂ

10月11日㈬～
　10月21日㈯

午前８時30分
　～午後８時

川 西 庁 舎 １階　地域活動室

10月15日㈰～
　10月21日㈯

午前８時30分
　～午後７時

中 里 庁 舎 ３階　中 会 議 室

松 代 庁 舎 ４階　多 目 的 室

松之山庁舎２階　大 会 議 室

※期日前投票所は住所に関係なく、どこの投票所でも投票できます

　
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、

10
月
10
日
㈫
に
公
示
さ
れ
て
10
月
22
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
国
の
進
路
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
資
格

入
場
券
（
左
図
参
照
）

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

②
10
月
22
日
現
在
で
満
18
歳
（
平

成
11
年
10
月
23
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
以
上
の
人

③ 

平
成
29
年
７
月
９
日
以
前
か

ら
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
人
　

※
平
成
29
年
７
月
10
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
市

町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

④
３
か
月
以
上
十
日
町
市
に
住
所

登
録
し
て
い
て
、
転
出
し
て
４

か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

　
は
が
き
で
郵
送
し
ま
す
。
①
は

が
き
の
両
面
そ
れ
ぞ
れ
左
下
か
ら

は
が
す
と
、
②
三
つ
折
り
に
な
っ

た
入
場
券
に
な
り
ま
す
。
③
ミ
シ

ン
目
で
切
り
離
し
、
各
自
が
投
票

の
と
き
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
に
つ
い
て

開
票

■
投
票
時
間
　

　
全
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
午
後
６
時
ま

で
に
全
て
の
投
票
所
を
閉
鎖
し
ま

す
。
一
部
そ
れ
よ
り
早
く
閉
鎖
す

る
投
票
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
入

場
券
に
書
い
て
あ
る
投
票
所
お
よ

び
投
票
時
間
を
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
投
票
用
紙
に
自
書
で
き
な
い
人

は
、
申
し
出
に
よ
り
投
票
管
理

者
の
指
定
し
た
係
員
が
代
理
で

記
入
し
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
、
都
合
に
よ
り
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
左
表
の

期
日
前
投
票
所
で
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。
都
合
の
良
い
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所

で
宣
誓
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
人
も
投

票
は
で
き
ま
す
が
、
届
い
て
い
た

ら
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。
な
お
、

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
期
日

前
投
票
も
、
公
示
日
の
翌
日
か
ら

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

①

②

③

■
不
在
者
投
票

　
　
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人

や
、
学
業
・
仕
事
な
ど
で
十
日

町
市
を
離
れ
て
い
る
人
、
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
対
象

者
は
、
投
票
用
紙
を
専
用
封
筒

に
封
入
し
て
署
名
す
る
不
在
者

投
票
に
な
り
ま
す
。

※
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

病
院
や
施
設
の
担
当
者
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

●
請
求
期
限
＝
10
月
18
日
㈬
（
投

票
日
の
４
日
前
）

　
次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
人
が

対
象
で
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
郵

便
投
票
等
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
い
ず

れ
か
の
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て

い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の

障
が
い
の
１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が

い
の
１
級
ま
た
は
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
１
級

か
ら
３
級

日
10
月
22
日
㈰
午
後
８
時
〜

会
市
総
合
体
育
館

※
開
票
結
果
は
、
開
票
所
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ

か
の
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て
い

る
人

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が
い

の
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
ま
た
は

肝
臓
の
障
が
い
の
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区

分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
人

●
代
理
記
載
制
度
＝

　
郵
便
な
ど
の
投
票
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
る
人
の
う
ち
、
上

肢
ま
た
は
視
覚
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●投票日は10月22日㈰です
●午後６時までに全ての投票所を閉鎖
します（それより早く閉鎖する投票
所もあります）
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします
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Pick
Up

警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

歩行者の安全な通行を守ります

交通安全対策「ゾーン30」について

● ● ● ● ●問合せ：防災安全課交通防犯係☎757-3197

　「
ゾ
ー
ン
30
」
は
、
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
自
動
車
な
ど
に
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
規
制
を
適
用
す
る
区

域
（
ゾ
ー
ン
）
を
定
め
る
も
の
で
す
。
路
面
表
示
や
標
識
な
ど
を
設
置
し

て
、
区
域
内
の
速
度
と
、
抜
け
道
と
し
て
通
行
す
る
行
為
の
抑
制
を
図
る

生
活
道
路
対
策
で
す
。

　市内に「ゾーン30」は、市役所

本庁周辺（主に千歳町地内）と千手

温泉周辺（主に水口沢地内）の２か

所あります。いずれも主要幹線道路

に囲まれた住居地内で、その地域の

人や通行する人が安心できる区域を

つくることを目的としています。

　現在、県警では老朽化した一灯式信

号機（黄色または赤色の点滅信号）の

廃止・撤去を進めています。市内でも

全ての一灯式信号機が老朽化してお

り、全国的に廃止・撤去しなければな

らない時期を迎えています。

　こうした現状を踏まえ、代替えとし

て道路標識や路面表示を設置し、運転

手が交差点があることをよりわかりや

すくする交通安全対策を実施していき

ます。ご理解とご協力をお願いします。

問十日町警察署交通課（☎752-0110）

一灯式信号機の廃止と

　　　代替えについて
「
ゾ
ー
ン
30
」
運
用
開
始
式
を
開
催
し
ま
し
た

　
９
月
20
日
㈬
、
市
役
所
前
に
お

い
て
、
交
通
安
全
協
会
・
警
察
・

市
な
ど
の
関
係
者
が
集
い
、
千
歳

町
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
運
用
開
始
式

を
開
催
し
ま
し
た
。
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
出
発
式
と
合
わ
せ
て

行
わ
れ
、
慈
光
こ
ど
も
園
年
長
児

に
よ
る
「
交
通
安
全
宣
言
」
や
、

交
差
点
路
面
へ
の「
止
ま
れ
」シ
ー

ル
の
貼
り
付
け
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

私たちとともに、働きませんか

平成30年度採用の十日町市職員の募集

● ● ● ● ●問合せ：総務課人事係☎757-9787

　
平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
の
十
日
町
市
職
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。「
十

日
町
市
を
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
、
熱
意
を
持
っ
た

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

土
木
技
師
上
級

土
木
技
師
中
級

●
受
験
資
格
＝
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
の
土
木
専
門
課
程
を

卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人

●
募
集
人
数
＝
１
人
程
度

●
受
験
資
格
＝
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
・
短
期
大

学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
門
学

校
の
土
木
専
門
課
程
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
募
集
人
数
＝
１
人
程
度

●
受
験
資
格
＝
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
の
電
気
専
門
課
程
を

卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人

●
募
集
人
数
＝
１
人

●
受
験
資
格
＝
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

健
師
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
今
年
度
に
取
得
見
込
み
の
人

●
募
集
人
数
＝
１
人

電
気
技
師
上
級

保
健
師

【
第
１
次
試
験

：

筆
記
試
験
】

日
12
月
３
日
㈰

会
十
日
町
市
役
所

●
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
・
専
門
試

験
・
作
文
・
適
性
検
査

【
第
２
次
試
験

：

個
別
面
接
試
験
】

日
12
月
中
旬
予
定
（
会
場
な
ど
の
詳

細
は
、
１
次
試
験
合
格
者
に
直
接

通
知
）

〆
11
月
８
日
㈬
ま
で

申
必
要
書
類
を
人
事
係
へ
提
出

・
持
参
す
る
と
き
＝
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
人
事
係

へ
持
参
（
本
人
以
外
で
も
可
）

・
郵
送
す
る
と
き
＝
必
ず
簡
易
書
留

郵
便
で
送
付
（
11
月
８
日
㈬
ま
で

の
消
印
有
効
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
必
要
書
類
＝

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事
係

に
配
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
の
も
の
。

来
春
卒
業
見
込
み
の
人
は
最
近
ま

で
の
も
の
）

・
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
の
人

は
卒
業
見
込
証
明
書
）

・
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
82
円

切
手
を
貼
付
し
、
送
先
住
所
・
氏

名
記
入
の
も
の
２
枚

※
保
健
師
へ
の
応
募
は
保
健
師
免
許

の
写
し
（
取
得
見
込
者
を
除
く
）

●
給
与
（
初
任
給
）
＝

　
17
万
８
２
０
０
円
（
土
木
技
師
上

級
・
電
気
技
師
上
級
・
保
健
師
）、

15
万
８
８
０
０
円
（
土
木
技
師
中

級
）

※
い
ず
れ
も
新
卒
者
の
と
き
で
す
。

職
歴
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
給
料
改
定
な
ど
で
増
減
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

共
通
事
項

今
年
度
の
試
験
の
応
募
は
、
１

人
１
職
種
に
限
り
ま
す
。



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。情報がありました
ら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。
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「秋の全国交通安全運動」が行われた９月、中里・松代

地域では交通指導所が開設されました。いずれの指導所も

毎年実施されている恒例行事で、手作りのお守りなどを子

どもたちと一緒に配布し、

道行くドライバーへ交通安

全を呼びかけています。

特に中里地域の指導所

は、田沢小学校PTA行事

として実施されているもの

で、今年で27回目となり

ました。「自分が小学生の

ときにも経験した」という

保護者がいるほど長きにわ

たる取組みで、脈々と交通

安全推進を担っています。

「世界基準を知ろう」トップアスリートとの交流

９月14日㈭：下条中学校

市内塩ノ又にある『桜花レスリン

グ道場』で合宿中の全日本女子レス

リング代表選手たちが、下条中学校

を訪問し、地元の小・中学生と交流

しました。生徒から選手への質問コ

ーナーでは、「子どものとき好きだ

った教科は何ですか」、「練習のとき

に心がけていることは何ですか」な

どのほか、「僕にタックルをかけて

もらえませんか」という要望も出さ

れ、63kg級オリンピック金メダリストの川井梨紗子選手

が、世界を制した技で応じていました。このほかにも、生

徒対選手の綱引き、下条小・中学生による応援エールなど

も行われ、笑顔があふれる和やかな交流となりました。

100年のときを思う

９月18日（敬老の日）：市内

脈々と続く取組みで交通安全の推進を

９月16日㈯：国道117号（中里地域）・25日㈪：国道253号（松代地域）

力作ずらり　夏の思い出・努力の結晶

９月９日㈯～ 11日㈪：クロステン

棚田の保全を通じて、つながる都市と農村

９月23日㈯・24日㈰：松代室野

関口市長と県十日町地域振興局の高橋局

長が、今年度市内で100歳を迎える人の自

宅に表敬訪問し、記念品などを贈りました。

訪問を受けたひとり、滝沢春江さん（四日

町２）はこれまでの人生を振り返り、「こ

んなに長生きできるとは思っていませんで

した。思い出に残っているのは、和裁を習

ったことです」と、穏やかに話してくれま

した。

十日町市・津南町の小中学生による、夏休みの自由研究や

工作を集めた「発明工夫模型展・生物標本展」が開催されま

した。今年は発明工夫模型展に898点・生物標本展に188点

が出展され、子どもたちの数々の力作を見ようと、会場はた

くさんの来場者でにぎわいました。

家族で来場した高橋然
ぜん

さん（12歳・高田町４）は、「流木

で作ったグリフィンの模型が出展されました。一生懸命に作

ったものなので、うれしいです」と話してくれました。

NPO法人越後妻有里山協働機構が運営する「まつだい棚田

バンク」は、主に松代地域で担い手のいなくなった棚田を保全

するため、里親（オーナー）を募り、NPOスタッフなどが米

作りを行う制度です。里親になると、田植え・稲刈りなどの農

作業を体験できるほか、米の収穫量と登録面積（口数）に合わ

せ、配当米を受け取ることができます。今年９月には、受け持

ち面積が８町５反（約８万5,000平方メートル）、里親数が348

口となっていて、国内の同じような棚田バンクの中でも、日本

一の規模となっています。

この日、棚田で稲刈りが行われ、里親・地元農家・NPOス

タッフほか、延べ303人が秋の農作業に勤しみながら交流を図

りました。父親と父の友人とともに、東京都から参加した栗原

柚
ゆ

月
づき

さん（９歳）は、「初めて稲刈りをしました。お米をどう

やって作っているかわかり、とても楽しかったです。また、十

日町市に来たいです」と、楽しそうに話しました。

「まつだい棚田バンク」の里親登録は、毎年更新となります。

今年度の募集は終了していますが、来年度も募集を行います。

登録して、日本一の棚田保全活動に参加しませんか。詳しくは、

以下へ問い合わせてください。

問NPO法人越後妻有里山協働機構（☎761-7749）

平成25年まで通算13年９か月の

間、松之山町監査委員および十日町

市監査委員を務め、市政の発展に尽

力しました。相澤さんは、「任期中

は大過なく、職務を全うすることが

できました。ありがとうございまし

た」と話してくれました。

相澤 信夫さん（69歳・松之山）

地方自治法施行70周年記念

監査事務功労者総務大臣表彰

表彰おめでとうございます

吉田中学校区（吉田中・吉田小・鐙島小）において、小学５年

生～中学３年生の児童生徒約100人が参加して、合同の「クリー

ン作戦」を行いました。

児童生徒が主となり、事前にそれぞれが住む10集落で区長と

相談し、集会所やその周辺の清掃を計画。清掃当日は日ごろお世

話になっている地区への感謝を込め、小学生と中学生が協力して

作業にあたりました。

感謝を伝え、親睦を深める「小中合同クリーン作戦」

９月14日㈭：吉田地区

小中

一貫

教育

レ
ポ
ー
ト

中央は模型の部で十日町市長賞を受賞した岡村百恵さん（西小学校４年）
の作品「未来の東京オリンピック・パラリンピック2020」

中里地域の取組み

松代地域の取組み

※今月の「地元サポーター・こへび隊通信」は休載します



連載コーナー

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

・舗装工事業・土木

工事業

・従業員22人

・十日町市如来寺甲

2422番地１

・☎763-4567

・高い技術力とチー

ムワークをモットーに、高速道路から民家の庭ま

で、丁寧な仕事をしています

■株式会社 共立舗装

津南町出身。高校を卒業後、これまで電子部品の製
造などに携わる。今年６月に入社し、工事部に所属。

根津 弘樹さん（津南町・31歳）

市内の高校を卒業後、上京し東京都内で就職。その
後地元に戻り入社し、現在３年目で工事部に所属。

樋口 恵介さん（小原・26歳）

若
さ
を
武
器
に

社
内
に
新
風
を
吹
き
込
む

苦
労
を
乗
り
越
え
て
得
ら
れ
る

や
り
が
い
と
成
長

大
先
輩
た
ち
の
背
中
を
追
い

努
力
を
重
ね
る

樋
口
さ
ん
―
一
度
地
元
を
離
れ
、
東
京

で
運
送
業
に
従
事
し
ま
し
た
。し
か
し
、

３
年
前
に
友
人
た
ち
の
い
る
住
み
慣
れ

た
地
元
に
戻
り
、
当
社
に
入
社
し
ま
し

た
。
社
内
で
は
、
私
が
一
番
若
い
社
員

で
す
。

根
津
さ
ん
―
今
年
６
月
に
入
社
し
ま
し

た
。
樋
口
さ
ん
よ
り
年
は
上
で
す
が
、

社
内
で
一
番
の
新
人
で
す
。
重
機
や
ダ

ン
プ
な
ど
を
扱
う
土
木
工
事
業
に
憧

れ
、
入
社
し
ま
し
た
。

根
津
さ
ん
―
今
は
一
つ
で
も
多
く
経
験

を
積
み
、
仕
事
を
覚
え
、
一
日
も
早
く

戦
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
。
先
輩
方
か
ら
も
お
客
様
か
ら
も
、

信
頼
さ
れ
る
社
員
に
な
り
た
い
で
す
。

樋
口
さ
ん
―
先
輩
方
は
、
こ
の
道
20
〜

30
年
の
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
で
す
。
工
事
開

始
か
ら
完
了
ま
で
、
作
業
の
段
取
り
が

全
て
頭
に
入
っ
て
い
て
、
現
場
で
は
大

き
な
差
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
先
輩

方
の
背
中
を
追
っ
て
、
努
力
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

根
津
さ
ん
―
ま
だ
仕
事
を
教
わ
る
毎
日

で
す
が
、
憧
れ
て
い
た
ダ
ン
プ
の
運
転

な
ど
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
や
り
が
い
を

持
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。こ
の
仕
事
は
、

成
果
が
目
に
見
え
て
わ
か
る
の
で
、
出

来
上
が
る
と
そ
の
日
の
苦
労
も
吹
き
飛

び
ま
す
。

樋
口
さ
ん
―
運
送
業
は
主
に
一
人
仕
事

で
し
た
が
、
今
は
皆
で
協
力
し
な
け
れ

ば
仕
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
初
め
は
慣
れ

ず
、
苦
労
も
あ
り
、
周
り
に
迷
惑
も
か

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
日
仕
事
に
励

む
中
で
、
周
囲
と
の
意
思
疎
通
や
仕
事

の
技
能
を
習
得
し
、
人
と
し
て
、
技
術

者
と
し
て
、
成
長
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

下
水
道
フ
ェ
ア

日
10
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

会
ク
ロ
ス
テ
ン
バ
ザ
ー
ル
広
場

内
パ
ネ
ル
・
浄
化
槽
模
型
の
展
示
、

Ｔ
Ⅴ
カ
メ
ラ
車
・
高
圧
洗
浄
車

実
演
な
ど

他
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見

学
あ
り
（
午
後
１
時
開
始
）、

下
水
道
つ
な
ぎ
込
み
・
浄
化
槽

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

問
上
下
水
道
局
下
水
道
係
（
☎
７

５
７
―
３
１
４
１
）

吉
田
公
民
館
鐙
島
分
館
主
催

幻
の
滝
「
黒
滝
」
見
学
会

　
紅
葉
の
中
手
郷
の
山
々
を
歩

き
、
市
指
定
文
化
財
の
「
黒
滝
」

を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

日
10
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
※
受
付
午
前
９
時
20

分
〜
中
手
集
会
所
集
合

定
先
着
20
人

持
歩
き
や
す
い
靴
と
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
み
物

他
雨
天
時
は
、
中
手
集
会
所
で
ド

ロ
ー
ン
撮
影
し
た
黒
滝
の
映
像

を
鑑
賞
し
ま
す
。
駐
車
場
に
限

り
が
あ
る
の
で
、
乗
り
合
わ
せ

で
来
て
く
だ
さ
い

〆
10
月
18
日
㈬

申
・
問
吉
田
公
民
館
（
☎
７
５
２

―
２
８
７
４
）

市
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

利
用
者
作
品
展
示

日
10
月
21
日
㈯
〜
11
月
１
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
10
時

会
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
十
じ
ろ
う

内
書
道
・
絵
画
・
手
芸
・
写
真
・

折
り
紙
・
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト

問
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
☎
７
５
７
―
９
４
３
８
）

信
濃
川
に
帰
っ
て
き
た

サ
ケ
の
つ
か
み
取
り

日
10
月
21
日
㈯
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
・
２
時
〜
２
時
30
分
※
小

雨
決
行

会
清
津
大
橋
下
特
設
会
場
（
清
津

川
左
岸
）

対
中
学
生
以
下
※
幼
児
は
保
護
者

同
伴

￥
５
０
０
円

定
各
回
25
人

申
・
問
中
魚
沼
漁
業
協
同
組
合

（
☎
・
Ｆ
７
６
３
―
３
０
１
２
）

※
電
話
は
正
午
〜
午
後
１
時

第
７
回　

鐙
坂
落
語

柳
家
さ
ん
若　

大
熱
演

日
10
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分

会
南
鐙
坂
　
岡
村
亭

￥
５
０
０
円

問
後
援
会
十
日
町
支
部
・
岡
村（
☎

０
９
０
―
７
２
８
８
―
８
９
９

６
）

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

ミ
ニ
講
演
会

　
キ
ョ
ロ
ロ
の
館
長
と
研
究
員

が
、
市
の
自
然
や
自
身
の
研
究
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈭
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

内
蝶
に
魅
せ
ら
れ
て
〜
美
し
き
そ

の
一
生
〜
・
草
木
染
で
み
る
里

山
の
植
物
の
い
ろ
い
ろ

会
・
問
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

（
☎
５
９
５

｜

８
３
１
１
）

市総合防災訓練を実施します

　防災関係機関と地域が連携した防

災訓練です。参加・見学して、災害

への備えを見直してみませんか。

日10月22日㈰午前８時～11時

会松代支所駐車場

内・避難所運営訓練

・消防団放水訓練

・高所救助訓練（ヘリコプター）

・地震体験車展示

・体験型防災ワークショップ

・防災資機材展示　など

問防災安全課（☎757-3197）

協力を
お願い
します 当日は市内全域に以下の訓練情報を伝達します

●エフエム緊急告知受信機（防災ラジオ）

　午前８時に訓練放送をします。ス

イッチを切っていても、一時的に

起動して最大音量で訓練情報が流

れます。

●十日町あんしんメール・緊急速報メール（エリアメール）

　午前８時ころに訓練メールを配信します。緊急速報

メール（エリアメール）は、市内のサービスエリア

内で対応している携帯電話すべてに情報が配信され

ます。※機種によっては、マナーモードでも着信音

が鳴動します。



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

20市報とおかまち　平成29年10月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成29年10月10日号21

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

青少年育成十日町市民会議
「はぐくみのまちづくりフォーラム 2017」

会
・
申
・
問
十
日
町
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
部
（
☎
７
５
７
―
２

４
０
０
）

秋
季
特
別
展
記
念
講
演
会

「
中
部
高
地
の
動
物
装
飾
付
土
器
と
火
焔
型
土
器

　
　

 
 

―
イ
ノ
シ
シ
・
ヘ
ビ
造
形
を
中
心
に
―
」

　
イ
ノ
シ
シ
や
ヘ
ビ
の
装
飾
が
付

い
た
中
部
・
関
東
地
方
の
土
器
と
、

火
焔
型
土
器
の
関
連
に
つ
い
て
の

講
演
で
す
。

日
10
月
28
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

定
50
人
※
要
事
前
申
込

講
新
津
健
さ
ん
（
元
山
梨
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
）

会
・
申
・
問
博
物
館
（
☎
７
５
７

―
５
５
３
１
）

秋
の
恵
み
を
満
喫

松
之
山
産
業
祭

日
10
月
29
日
㈰
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
２
時
30
分

会
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

周
辺

内
地
元
野
菜
の
即
売
、
錦
鯉
・
農

機
具
の
展
示
即
売
、
餅
つ
き
大

会
、
味
の
名
店
街
、
縁
日
、
芸

能
発
表
会
な
ど
※
美
術
展
も
同

時
開
催

問
実
行
委
員
会
事
務
局
（
松
之
山

支
所
地
域
振
興
課
内
・
☎
５
９

６
―
３
１
３
４
）

中
条
公
民
館
新
座
分
館
ま
つ
り

開
催
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　
市
報
９
月
25
日
号
10
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
た
、「
新
座
分
館
（
中

条
）」
の
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
開
催
日
を
変
更
し
ま

す
。

日
10
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

問
中
条
公
民
館
（
☎
７
５
２
―
２

７
４
８
）

三
好
園　

じ
ょ
ん
の
び
祭

日
10
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
※
余
興
午
後
2
時
30
分
〜

3
時

内
作
品
展
示
、
余
興
、
栗
お
こ
わ
・

き
の
こ
汁
な
ど
の
売
店

他
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

乗
合
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

会
・
問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三

好
園
・
春
川
（
☎
７
５
６

｜

２

１
０
６
）

マ
ザ
ー
ズ
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
な
ど
で
、

職
業
生
活
を
中
断
し
た
人
の
再
就

職
を
支
援
し
ま
す
。

日
11
月
７
日
㈫
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

定
10
人

内
保
育
園
・
子
育
て
支
援
制
度
、

再
就
職
活
動
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
利
用
方
法

会
・
申
・
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

町
（
☎
７
５
７
―
２
４
０
７
）

信
越
ト
レ
イ
ル
登
録
ガ
イ
ド

説
明
会
・
自
然
歴
史
講
座

日
／
会
11
月
13
日
㈪
／
上
越
市
市

民
プ
ラ
ザ
、
11
月
15
日
㈬
／
飯
山

市
公
民
館
（
長
野
県
）
※
両
日
と

も
午
後
６
時
〜
８
時

対
地
域
の
自
然
・
歴
史
に
つ
い
て

興
味
の
あ
る
人
、
ガ
イ
ド
を
目

指
し
た
い
人
な
ど

内
信
越
ト
レ
イ
ル
登
録
ガ
イ
ド
の

活
動
紹
介
、
ガ
イ
ド
に
よ
る
信

越
ト
レ
イ
ル
周
辺
の
自
然
・
歴

史
講
座

申
・
問
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

（o
ffice

@
s-tra

il.n
e
t

）
の
い
ず

れ
か
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
信
越
ト
レ
イ
ル
連

絡
会
事
務
局
へ
（
な
べ
く
ら
高

原
・
森
の
家
内
☎
０
２
６
９
―

69
―
２
８
８
８
、
Ｆ
０
２
６
９

―
69
―
２
２
８
８
）

　育児からひらめきを得て、完成したという大ベストセラ

ー「リング」。文壇最強の子育てパパによる講演です。ア

トラクションとして、十日町ジュニアウインドアンサンブ

ルによる演奏も行われます。

日11月12日㈰午後１時30分～４時※開場１時

会越後妻有文化ホール「段十ろう」

定700人

内講演：子育て論

講鈴木光司さん（作家）

他手話通訳・保育ルームあり

　※保育ルームは10月27日㈮まで

に要申し込み

申・問生涯学習課（☎757-5011）

消
費
税
軽
減
税
率
説
明
会

日
10
月
26
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

会
川
西
商
工
会

対
企
業
・
個
人
事
業
者

定
50
名

持
筆
記
用
具

問
川
西
商
工
会
（
☎
０
２
５
―
７

６
８
―
２
１
７
６
）

フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
さ
ん
の

家
族
会
】

日
10
月
26
日
㈭
午
後
７
時
〜

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ
う

【
お
茶
に
し
よ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
会
】

日
11
月
4
日
㈯
午
後
2
時
〜

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ
う

￥
３
０
０
円

内
子
ど
も
へ
の
理
解
と
対
応

講
稲
川
登
美
子
さ
ん
（
県
教
育
セ

ン
タ
ー
指
導
主
事
）

【
ひ
き
こ
も
り
さ
ん
の
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
】

日
毎
週
㈫
・
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

会
ね
こ
ろ
ん
だ
（
昭
和
町
１
）

【
あ
な
た
の
経
験
が
誰
か
の
支
え

に
な
る
〜
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
？
〜
】

　
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
同

じ
悩
み
を
持
つ
人
た
ち
を
、
自
ら

の
経
験
を
生
か
し
て
共
に
支
え
る

人
の
こ
と
で
す
。
あ
な
た
と
家
族

の
貴
重
な
経
験
を
、
地
域
の
た
め

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
10
月
30
日
㈪
・
11
月
20
日
㈪
・

11
月
27
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

※
１
回
の
受
講
も
可

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ
う

￥
３
０
０
円

定
各
回
20
人

講
小
林
富
貴
子
さ
ん

他
保
育
ル
ー
ム
あ
り（
３
人
ま
で
）

※
要
予
約

〈
共
通
〉

問
フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
・
関
口
（
☎

０
９
０
―
４
９
５
５
―
４
１
６

９
）

第
9
回  

十
日
町
地
域
退
職
者

連
合
学
習
会

日
10
月
28
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

会
情
報
館

内
「
火
災
・
自
然
災
害
に
備
え
る

た
め
に
」、「
十
日
町
地
域
の
在

宅
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
」

〆
10
月
25
日
㈬

申
・
問
十
日
町
地
域
退
職
者
連
合
・

井
口
（
☎
０
８
０
―
１
０
９
９

―
５
５
５
１
）

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

学
園
祭

　
笑
顔
と
元
気
、
学
生
企
画
が
満

載
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
／
内

・
10
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
／
模
擬
店
・
サ
ー
ク
ル
活

動
発
表
な
ど

・
10
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
／
お
笑
い
ラ
イ
ブ
（
ペ
ナ

ル
テ
ィ
・
ス
リ
ム
ク
ラ
ブ
ほ

か
）・
模
擬
店
・
サ
ー
ク
ル
活

動
発
表
ほ
か

他
浦
佐
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
あ

り
。
進
学
相
談
会
を
同
時
開
催

申
進
学
相
談
を
希
望
す
る
人
に
限

り
、
入
学
セ
ン
タ
ー
へ
要
事
前

連
絡(

☎
０
１
２
０
―
４
５
１

―
１
８
５)

会
・
問
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門

学
院
（
南
魚
沼
市
・
☎
０
２
５

―
７
７
９
―
４
５
１
１
）

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
施
設
な
ど
で
、
高
齢
者
の
話
相

手
に
な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

日
10
月
28
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

定
20
人
程
度

〆
10
月
20
日
㈮

第10回 へぎそばの里 越後十日町
「地そば」まつり

日10月21日㈯～22日㈰午前10時

～午後３時

会キナーレ

￥小盛そば１杯300円

※11杯券（3,000円）も販売

内そば店14店舗（市内８店舗・

市外４店舗・県外２店舗）・生

産者直売コーナー 16店舗出店

予定

他駐車場に限りがあるので、乗り

合いや徒歩でお越しください

問実行委員会事務局（クロステン

内・☎757-2323）

【読書感想画展示】

　みんなが描いてくれた読書感想画を大公開。

【ラブレター～本に恋する季節です！～】

　本へのラブレターを添えて、おすすめの本を

紹介します。

【こども司書養成講座④】

　本の紹介と、コーナー展示をします。おすす

めしたい本のポップなども作ります。

日10月28日㈯午後１時30分～４時

対小学生

定先着10人※要事前申込

【大切な本、もっと大切に　フィルムコート体験】

　自分の大切な本にフィルムをかけます。

　情報館では、この秋おすすめの本と、楽しい催しを用意しています。（日時について表記のない

イベントは期間中毎日実施）

「本に恋する季節です！」10月27日㈮～11月９日㈭は読書週間

日10月29日㈰・11月５日㈰午後１時30分～４

時30分※最終受付４時

持高さ30センチ以内の本を１人２冊まで

【おはなしぴよぴよスペシャル ぬいぐるみおとまり会】

　おはなしを聞いたあと、お気に入りのぬいぐ

るみを情報館にお泊りさせます。

日11月４日㈯午後２時～３時30分

対幼児～小学生

定先着20人※要事前申込

持大きさ30センチ以内のぬいぐるみ・フィギ

ュアなどを１人１体※高価なものは不可

〈共通〉

会・問情報館（☎750-5100）



催
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催
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・
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お
知
ら
せ
し
た
講
座
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
会
場
を
変
更
し
ま
す
。

会
市
役
所
本
庁
舎
車
庫
棟
２
階
大

会
議
室

申
・
問
エ
リ
ア
ド
ゥ
21
（
☎
７
５

２
―
５
２
０
１
）

歯
周
病
検
診

〜
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
〜

　
歯
周
病
は
身
近
な
病
気
で
、
日

頃
の
ケ
ア
と
と
も
に
早
期
発
見
・

治
療
が
大
切
で
す
。
今
年
度
の
対

象
者
は
、
５
月
下
旬
に
送
付
し
た

受
診
券
・
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、

12
月
末
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

受
診
券
が
な
い
人
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
左
表
に
該
当
す
る
人

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７

｜

９
７
５
９
）

糖
尿
病
公
開
講
座

　
毎
年
患
者
が
増
加
し
、
国
民
病

の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
糖
尿

病
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
、
体
に

良
い
こ
と
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
10
月
30
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

会
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
隣
）

内
／
講
努
力
し
な
い
糖
尿
病
／
齋

藤
悠
さ
ん（
十
日
町
病
院
医
師
）

※
こ
の
ほ
か
栄
養
士
に
よ
る
減
塩

講
話
・
み
そ
汁
の
試
飲
、
理
学

療
法
士
に
よ
る
講
話
・
運
動
も

あ
り

持
お
椀
・
は
し
・
筆
記
用
具
・
希

望
者
は
み
そ
汁
（
塩
分
濃
度
を

測
定
し
ま
す
）

〆
10
月
25
日
㈬

申
・
問
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎

７
５
７
―
９
７
６
４
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

【
夜
間
講
習
コ
ー
ス
】

日
11
月
1
日
㈬
・
15
日
㈬
午
後
7

時
〜
９
時
※
４
時
間

定
３
人
以
上

￥
１
５
０
０
円
※
教
科
書
代
・
保

険
料

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

〆
開
講
日
の
１
週
間
前

【
日
中
講
習
コ
ー
ス
】

日
11
月
12
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

定
20
人

￥
１
５
０
０
円
※
教
科
書
代
・
保

険
料

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

〆
10
月
27
日
㈮

【
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習

会
】

日
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午
前
9

時
〜
午
後
５
時

￥
１
８
０
０
円
※
テ
キ
ス
ト
代
・

保
険
料

定
先
着
20
人

内
乳
幼
児
の
一
次
救
命
処
置
・
気

道
異
物
除
去
・
病
気
と
看
病
の

方
法
な
ど

〆
11
月
６
日
㈪

〈
共
通
〉

対
15
歳
以
上

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ
う

申
・
問
日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７

５
０
―
５
０
１
０
）

絵
本
作
家 

岡
本
雄
司
さ
ん
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
ト
ー
ク

日
10
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
「
で
ん
し

ゃ
に
の
っ
た
よ
」、
お
話
、
絵

本
販
売
、
サ
イ
ン
会
な
ど

対
幼
児
〜
大
人

会
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０
―
５

１
０
０
）

桂
公
園
こ
ど
も
ラ
ン
ド

超
こ
ど
も
祭
り
＆

公
園
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
７

日
10
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

会
桂
公
園
（
中
条
上
原
）

内
音
楽
ラ
イ
ブ
・
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
（
Ｄ
Ｓ
Ｓ
）・

北
越
保
育
園
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
・
太
鼓
演
奏
（
十
日
町
大
太

鼓
）・
抽
選
会
（
①
午
前
11
時

30
分
〜
②
午
後
2
時
30
分
〜
）・

ウ
サ
ギ
ふ
れ
あ
い
動
物
園
・
ラ

ジ
コ
ン
電
動
ゴ
ー
カ
ー
ト
乗
車

体
験
・
飲
食
販
売
・
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

他
当
日
は
笹
山
野
球
場
・
陸
上
競

技
場
の
駐
車
場
を
利
用
可

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
桂
公
園
こ
ど
も
ラ
ン

ド
・
事
務
局
（
☎
０
９
０
―
２

２
０
１
―
５
３
５
４
）

子
育
て
勉
強
会

　
子
育
て
の
不
安
や
問
題
に
つ
い

て
、
解
決
す
る
方
法
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

日
11
月
11
日
㈯
午
後
1
時
20
分
〜

３
時
30
分
※
受
付
午
後
１
時
〜

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

￥
５
０
０
円

内
「
こ
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
」

講
関
﨑
智
弥
さ
ん
（
親
業
訓
練
協

会
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―

４
３
７
７
）

第
13
回 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
10
月
15
日
㈰

会
信
濃
川
運
動
公
園
庭
球
場

問
桜
澤
晋
介
（
☎
０
９
０
―
４
１

２
６
―
９
０
３
７
）

参
加
者
募
集

第
２
回
市
民
体
力
テ
ス
ト

日
10
月
31
日
㈫
午
後
７
時
30
分
〜

※
受
付
午
後
７
時
15
分

会
市
総
合
体
育
館

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
〜
79
歳

※
申
し
込
み
不
要

ハピコン「クラフトビールとシカゴピザで乾杯」
～地元“あるある”ネタでワイワイしよう～

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７
―
２
４
０
７
）

問
学
校
教
育
課
（
☎
７
５
７
―
３

３
３
６
）

平
成
29
年
度
後
期
募
集

と
お
か
ま
ち
市
民
活
動
助
成
金

　
市
民
団
体
を
支
援
す
る
助
成

金
で
す
。
詳
細
は
ひ
と
サ
ポ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://h

ito
sa

p
o
.

in
fo

/)

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〆
平
成
30
年
３
月
15
日
㈭

●
助
成
額
＝
対
象
経
費
の
総
額
１

０
０
％
（
上
限
５
万
円
）

●
対
象
事
業
＝

・
市
の
中
心
市
街
地
以
外
で
実
施

さ
れ
る
も
の

・
市
民
活
動
の
活
性
化
が
期
待
で

き
る
も
の

・
他
団
体
と
の
連
携
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
も
の 

な
ど

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ひ
と
サ
ポ
（
☎
７
６
１

―
７
４
４
４
）

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

【
溶
接
検
定
準
備
コ
ー
ス
３
】

日
11
月
21
日
㈫
〜
22
日
㈬
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

対
溶
接
に
関
し
て
３
か
月
程
度
以

上
の
実
務
経
験
の
あ
る
受
験
予

定
者

￥
３
９
０
０
円
※
材
料
な
ど
は
持

参
内
溶
接
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験
の
実
技

課
題
の
練
習
を
行
い
ま
す

〆
11
月
７
日
㈫

申
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
上
越
市
）

【
溶
接
科
３
期
】

日
12
月
１
日
㈮
〜
平
成
30
年
５
月

31
日
㈭
午
前
８
時
40
分
〜
午
後

３
時
55
分

￥
無
料
※
教
材
費
な
ど
2
万
4
千

５
０
０
円
程
度
の
自
己
負
担
あ

り
内
溶
接
の
基
本
作
業
を
習
得
し
、

溶
接
関
連
職
種
へ
の
就
職
を
目

指
し
ま
す

〆
11
月
15
日
㈬

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７
―
２
４
０
７
）

【Y

ユ
ー

ouT

チ
ュ
ー
ブ

u
b
e

ビ
ジ
ネ
ス
活
用
コ
ー

ス
②
】

日
12
月
５
日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

￥
２
４
０
０
円

内
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

Y
o
u
T

u
b
e

動
画
作
成
・
ビ
ジ

ネ
ス
活
用
法
を
学
び
ま
す

〆
11
月
22
日
㈬

申
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
上
越
市
）

〈
共
通
〉

定
10
人
※
多
数
の
と
き
は
抽
選

会
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５
―
５

４
５
―
２
１
９
０
）

認
知
症
予
防
教
室

「
さ
わ
や
か
」
作
品
展

日
10
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

会
ア
ッ
プ
ル
と
お
か
ま
ち
（
本
町

２
）

内
認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た
活

動
の
作
品
展
示
・
活
動
紹
介
、

飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
音
楽
ラ
イ
ブ

問
㈱
ク
リ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

さ
わ
や
か
教
室
（
☎
７
５
５
―

５
０
８
５
）、
ア
ッ
プ
ル
と
お

か
ま
ち
事
務
所
（
☎
７
５
５
―

５
５
７
５
）

生
涯
骨
太
・
健
康
づ
く
り
講
座

会
場
変
更
の
お
知
ら
せ

　
市
報
9
月
25
日
号
16
ペ
ー
ジ
で

日11月11日㈯午後４時～８時※受付３時15分～

会A
エ ー ル

LE b
ビ ア

eer &
アンド

 p
ピッツア

izza（宮下町西）

対概ね25歳～40歳の独身男女

￥男性4,500円、女性3,500円

定男女各15人

　※超えたときは抽選

〆10月31日㈫

他男性参加者は事前説明会を

開催（11月3日（文化の日）

午後３時～５時）

申・問FAXで「ハピコン申し込み」と明記して、

①氏名②ふりがな③性別④郵便番号⑤住所⑥

携帯電話番号⑦生年月日をY
エ ー ル

ELLへ（☎761-

7401・Ｆ755-5574）

職
員
募
集

市
教
育
支
援
員
（
臨
時
職
員
）

　
市
内
小
・
中
学
校
で
介
助
が
必

要
な
児
童
生
徒
に
、
授
業
や
課
外

活
動
で
個
別
指
導
し
、
教
員
を
補

助
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
＝
３
名
程
度

●
選
考
方
法
＝
書
類
選
考
・
面
接

●
任
用
期
間
＝
採
用
日
か
ら
平
成

30
年
3
月
31
日
※
更
新
す
る
こ

と
あ
り

●
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
15
分
〜

午
後
４
時
15
分
※
休
憩
１
時
間

●
休
日
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
※
行
事
な
ど
で
振
替

勤
務
の
と
き
あ
り

●
勤
務
地
＝
市
内
小
・
中
学
校

　
※
面
接
時
に
希
望
聴
取

●
賃
金
＝
時
給
８
４
０
円
※
教
員

免
許
・
保
育
士
・
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
の
免
許
保
有
者
は
９
０
０
円

●
加
入
保
険
・
手
当
＝
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
労
災
保
険
に
加
入
、

通
勤
手
当
あ
り

他
ほ
か
に
も
教
育
関
係
の
臨
時
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

年齢 生年月日

40歳
昭和52年４月２日
～昭和53年４月１日

50歳
昭和42年４月２日
～昭和43年４月１日

60歳
昭和32年４月２日
～昭和33年４月１日

70歳
昭和22年４月２日
～昭和23年４月１日
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子
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
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健
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ら
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

内
20
〜
64
歳

：

握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
跳

び
・
20
メ
ー
ト
ル
シ
ャ
ト
ル
ラ

ン
・
立
ち
幅
跳
び
、
65
歳
〜
79

歳

：

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長

座
体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・

10
メ
ー
ト
ル
障
害
物
歩
行
・
６

分
歩
行

持
運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内
履

き
・
タ
オ
ル

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

キ
ナ
ー
レ
明
石
の
湯

臨
時
休
館

　
機
械
設
備
点
検
の
た
め
、
休
館

し
ま
す
。
※
ほ
か
の
施
設
は
通
常

営
業

日
10
月
25
日
㈬
・
26
日
㈭

問
キ
ナ
ー
レ
明
石
の
湯
（
☎
７
５

２
―
０
１
１
７
）

10
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰

行
政
相
談
週
間

　
行
政
に
対
す
る
要
望
や
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
／
会

・
10
月
18
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
／
は
あ
と
ふ
る
川
西

※
人
権
相
談
と
合
同

・
10
月
19
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

／
中
里
庁
舎

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
６
）

10
月
は
土
地
月
間

【
土
地
取
引
の
届
出
】

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
法
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た

と
き
、
市
町
村
を
経
由
し
て
県
知

事
に
届
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
ま
す
。
届
出
を
し
な
か
っ
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
面
積
＝

・
市
街
化
区
域

：

２
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

・
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画

区
域

：

５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
・
都
市
計
画
区
域
以
外

：

１
万
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上

※
個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
く
て

も
、
総
面
積
が
法
定
面
積
を
超

え
る
と
き
は
届
出
が
必
要

●
届
出
義
務
者
＝
土
地
の
権
利
取

得
者
（
売
買
で
あ
れ
ば
買
主
）

●
届
出
期
限
＝
契
約（
予
約
含
む
）

の
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以

内

【
県
地
価
調
査
結
果
】

　
平
成
29
年
度
の
地
価
調
査
結
果

を
9
月
20
日
㈬
に
公
表
し
ま
し

た
。

問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
（
☎

７
５
７
―
９
９
３
７
）

10
月
は
受
信
環
境
ク
リ
ー

ン
月
間

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
電
波
は
、

家
庭
用
・
工
業
用
電
気
製
品
か
ら

発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ
レ
ビ
受

信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
故
障
、
不
法

無
線
局
か
ら
の
電
波
な
ど
に
よ

り
、
受
信
を
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に

映
ら
な
い
、
ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入

る
な
ど
、電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

問
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の

受
信
障
害

：

受
信
障
害
対
策

官
（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９

９
９
１
）、
電
波
の
混
信
・
妨

害
、
不
法
無
線
局

：

監
視
調
査

課
（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９

９
７
６
）、
そ
の
ほ
か
情
報
通

信
の
行
政
相
談

：

総
合
通
信
相

談
所
（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―

９
９
６
１
）

新
潟
県
の
最
低
賃
金
は

７
７
８
円

　
10
月
１
日
か
ら
25
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
県
内
で
事
業
を
営

む
全
て
の
使
用
者
と
、
そ
の
事
業

場
で
働
く
全
て
の
労
働
者（
臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
☎
０

２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
４
）

県
商
工
連
合
会

無
料
法
律
相
談

　
商
工
業
者
な
ど
を
対
象
と
し

中心市街地の空き店舗などの活用を支援します

【空き店舗など活用促進事業助成金】
対空き店舗や空き家を賃貸借して事業を行う個

人・団体・中小企業者

●助成金額＝上限100万円（助成対象経費の２

分の１以内）

●助成対象経費＝

①事業用の施設・建物の工事費

②原材料費

③事業用の設備購入費（設置経費含む）

【新規設備投資サポート事業助成金】
対建物や設備を取得して新たに事業を行う個

人・団体・中小企業者

●助成金額＝上限500万円（助成対象経費の３

分の１以内）

●助成対象経費＝

①事業用の建物・付帯建築物の新設工事費

②事業用の建物・付帯建築物の購入費、改修

工事費

③事業用の設備購入費（設置経費含む）

〈共通〉

●対象エリア＝中心市街地活性化基本計画で定

める区域内で、都市計画の用途地域が商業地

域・近隣商業地域

●事業期間＝平成30年３月31日まで
〆12月27日㈬
申・問都市計画課中心市街地活性化推進係

　（☎757-3691）

　中心市街地内のにぎわいをつくり出すため、空き店舗や空き家を活用して事業を行う事業者に

対して、建物の工事費・設備購入費などの経費の一部を助成します。

燻
くん

炭
たん

づくりのための
もみ殻焼却に注意してください

　適法な焼却施設以外で廃棄物

（ごみ）を燃やすことを「野焼き」

と言い、法律で原則禁止されてい

ます。燻炭づくりのためのもみ殻

焼却は、例外的に認められた行為

ですが、煙・においが周辺住民の

迷惑になったときは、行政指導の

対象となります。火災の危険も伴

うので、やむを得ず行うときは、

風向きや強さ、時間帯など周辺の

環境に十分配慮してください。

問環境衛生課環境企画係

　（☎752－3924）

た
、
弁
護
士
に
よ
る
個
別
の
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

予
約
制
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
11
月
2
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

会
中
里
商
工
会

申
・
問
県
商
工
連
合
会
長
岡
支
所

（
☎
０
２
５
８
―
21
―
０
６
８

８
）

11
月
30
日
㈭
ま
で

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
」
実
施
中

　
全
国
の
麻
薬
関
係
の
検
挙
者
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
安
易
に
薬

物
の
取
引
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
若
年
層
が
危
険
ド
ラ
ッ
グ
か
ら

依
存
性
の
高
い
覚
せ
い
剤
の
使
用

へ
移
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど

の
使
用
・
所
持
は
犯
罪
で
す
。「
ゼ

ッ
タ
イ
」
に
手
を
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

●
薬
物
に
関
す
る
相
談
＝
十
日
町

保
健
所
（
☎
７
５
７
―
２
４
０

１
）
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
覚
せ
い
剤
等
相
談
窓
口

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
０
１

１
３
）

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る

い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
、
悩
み
ご

と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
よ
ろ
ず
相
談
】

日
毎
週
㈪
〜
㈮
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く

【
法
律
相
談
】

日
10
月
16
日
〜
30
日
の
毎
週
㈪
午

後
1
時
30
分
〜
4
時

【
不
動
産
鑑
定
・
利
活
用
の
相
談
】

日
応
談

〈
共
通
〉

申
・
問
県
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
―
２
８
５
―
４
１

６
５
）

市報とおかまち・市ホームページへ広告を掲載しませんか

【市報とおかまち】

　毎月２回（10日号・25日号）発行し、市内

の約２万世帯へ配布しています。

￥１枠16,200円（税込・縦48ミリメートル×

横84ミリメートル）※広告代理店へ支払い
内「お知らせ・ガイド」欄の最下段に１色刷り

（紙色：白、印刷色：黒）で掲載します
〆掲載号の指定があるときは発行日の１か月前

まで
他枠を連結して２枠掲載もできます。また、広

告を自前で作成したいときは、広報広聴係へ

相談してください
申株式会社ホープ（広告代理店・☎092-716-

1404）

【市ホームページ】

　総アクセス数が月平均21万になるウェブサ

イトです。
￥月１枠１万円（税込・縦75ピクセル×横150

ピクセル）
内サイトトップへバナー広告を掲載します。バ

ナーは自前で作成し、jpeg・png・gif（ア

ニメ不可）のいずれかで納品してください
他枠の連結、広告料の日割りはできません
申下記〈共通〉の問い合わせ先へ

〈共通〉

●掲載範囲＝申込み後に内容を審査します。公

序良俗に反すると判断するものは掲載できま

せん（市広告掲載事業取扱要綱を参照）
問企画政策課広報広聴係（☎757-3139）



連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

取
材
し
た
人

連載コーナー
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市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

115

30
年
を
超
え
発
展
続
け
る
混
声
合
唱
団

が
ち
ょ
う
の
会

　
旧
川
西
町
で
結
成
さ
れ
た
混
声
四
部
合
唱
団
の
活
動
は
、
今
年
で
31
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
は
音
楽
家
ボ
イ
コ
・
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
さ
ん
指
揮
の
も
と
、
20
人
の
会
員
が

重
な
り
合
う
声
の
響
き
に
魅
了
さ
れ
、
合
唱
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
童

謡
の
ほ
か
、
天
神
囃ば
や
し子
・
新
保
広
大
寺
な
ど
の
地
元
民
謡
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
曲
ま
で
、

幅
広
い
楽
曲
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

小
野
塚
靖
子
さ
ん
（
☎
０
９
０
―
５
５
２
３
―
８
５
９
５
）

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

旧
十
日
町
市
で
盛
ん
だ
っ
た
文
化
系

市
民
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
影
響
を
受

け
、
川
西
を
活
気
付
け
よ
う
と
、
仲
間

の
10
人
ほ
ど
で
こ
の
合
唱
団
は
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
初
め
は
コ
ー
ラ
ス
経
験

メ
ン
バ
ー
や
川
西
中
学
校
の
音
楽
教
諭

に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
集
会
所
や
体

育
館
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

合
唱
団
の
活
動
が
広
が
り
を
見
せ
た

の
は
、「
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
が
き
っ
か
け
で
す
。

市
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
に
な
る
よ

う
に
、
メ
ン
バ
ー
で
設
計
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
平
成
18
年
に
念
願
で
あ
っ

た
設
備
の
整
っ
た
施
設
が
完
成
。
こ
け

ら
落
と
し
や
10
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
に
も

出
演
し
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
と
も

に
歩
ん
で
き
た
、
大
切
な
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
長
く
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
皆

さ
ん
の
人
柄
の
良
さ
の
お
か
げ
で
す
」

と
設
立
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
会
の
代
表

を
務
め
る
小
野
塚
靖
子
さ
ん（
四
郎
兼
）

は
振
り
返
り
ま
す
。
一
時
は
男
性
が
集

ま
ら
ず
女
性
コ
ー
ラ
ス
の
と
き
も
あ

り
ま
し
た
が
、
近
年
は
男
性
の
加
入
も

増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
メ
ン
バ
ー
を

増
や
し
、
厚
み
の
あ
る
合
唱
を
目
指
し

ま
す
。

毎週金曜日の午後７時30分から、千手中央コミュニティセンターのリハーサ
ル室で練習しています。アクセントや口の開け方、発音など、ボイコさんの本
格的かつユーモアのある指導に笑顔も見られます。

千手中央コミュニティセンターの千年の森ホールで、柏崎フィルハーモニー管
弦楽団、柏崎市民合唱団や、友好交流都市埼玉県和光市の合唱団とも共演。交
流でさまざまな音楽を知り、音楽を通した仲間づくりへと発展しています。

かわにし自満祭の「ゆー
ゆーコンサート」、松之
山オーストラリア・ハウ
スの催し、市民音楽祭な
ど、発表の場もさまざま。
平成22年からは毎年８
月にコーラス交流会「ハ
ートフルコンサート」を
企画し、出演希望団体も
増えています。

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

29

ま
し
た
。「
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
か
ら
助

け
を
借
り
て
、建
て
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
ね
」
と
言
う
征
雄
さ

ん
は
、
地
域
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
意
も

込
め
て
、
肥
育
牛
の
肉
を
格
安
で
提
供
し

て
き
ま
し
た
。

「
地
域
の
人
た
ち
に
和
牛
の
味
を
知
っ

て
も
ら
い
た
か
っ
た
ん
だ
。
喜
ん
で
も
ら

え
た
の
は
う
れ
し
い
ね
。
だ
け
ど
、
あ
と

ど
れ
く
ら
い
続
け
ら
れ
る
か
な
。
十
日
町

市
に
牛
飼
い
が
い
な
く
な
っ
て
い
く
の
は

さ
み
し
い
な
あ
」

征
雄
さ
ん
が
夫
婦
で
和
牛
の
繁
殖
農
家

を
始
め
た
の
は
昭
和
49
年
の
こ
ろ
。
冬
に

は
雪
が
５
メ
ー
ト
ル
以
上
積
も
る
こ
と
も

珍
し
く
な
い
中
立
山
中
原
で
、
な
ん
と
か

出
稼
ぎ
に
出
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
と
、

仲
間
と
共
同
畜
舎
を
建
て
、
牛
飼
い
を
始

め
ま
し
た
。「
多
い
と
き
に
は
26
頭
の
子

牛
と
母
牛
を
飼
育
し
て
い
た
け
ど
、
農
業

を
し
な
が
ら
毎
日
、
夫
婦
2
人
で
エ
サ
と

な
る
草
を
2
ト
ン
車
い
っ
ぱ
い
か
き
集
め

る
の
は
大
変
だ
っ
た
よ
」

長
野
県
北
部
地
震
で
、
畜
舎
が
損
壊
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊

竹
内 

密
浩
さ
ん

牛
飼
い

　
小
見 

征ゆ
き

雄お

さ
ん

（
中
立
山
・
73
歳
）

「地域と自然にはぐくまれた牛飼い」

❶中立山中原の共同畜舎。震災後、

地域内外から集まったボランティ

アの人たちの手を借りて復旧し

た。❷母牛は、愛嬌たっぷりの表

情で迎えてくれる。❸夏期は大厳

寺高原の牧場で育てられる。❹手

塩にかけた子牛が市場で高く評価

され、売買額の新記録を獲得❺絶

品の手作りビーフジャーキー。一

度食べたらやみつきに。❻飼育し

た子牛は、品評会で数々の受賞歴

が。トロフィーの前で話が弾む。

❶

❷❸ ❻

❺

❹

この地で牛飼いを40年
以上も続けてこられたの
は、地域の人たちの支え
があればこそ。
この地の自然と人の優し
さではぐくまれる牛は、
きっと幸せだと思います。
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い
ろ
い
ろ
学
ん
だ
カ
レ
ー
作
り

齊
木
　
花か

穂ほ

さ
ん
（
５
年
）

親
子
種
目
「
人
生
い
ろ
い
ろ
」

村
山
　
日に

子こ

さ
ん
（
３
年
）

お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー

藤
原
　
美み

織お

さ
ん
（
１
年
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
す
き
な
花
が

生
ま
れ
た
よ

村
山
　
ひ
な
さ
ん
（
２
年
）

　わたしのすきなネコの形をし
たたまごから、おばあちゃんの
すきな花が出てくるえです。バ
ラやスミレの花をかくのがむず
かしかったです。

　あお・みどり・きいろなど、
たくさんのいろをつかっておい
しそうなクッキーをつくりまし
た。おはなのもようがじょうず
にできました。

　がんばった運動会の親子種目
です。力いっぱい走っている様
子が伝わるように、表情や後ろ
姿を工夫しました。

　カレーの作り方や同じ班の人
と協力することを学びました。
　草や木を小筆で点々ぬりをす
ることをがんばりました。

家族でタワーにのぼったよ

市村　遥
はる

斗
と

さん（４年）

自画像

米山　伊
い

吹
ぶき

さん（６年）

　

家
族
で
江
の
島
に
行
っ
た

思
い
出
を
か
き
ま
し
た
。
タ

ワ
ー
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
、

と
く
に
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
タ
ワ
ー
を
細
か
く
て
い

ね
い
に
か
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

メ
ガ
ネ
の
フ
レ
ー
ム
を
描

く
の
が
大
変
で
し
た
。
顔
と

首
の
つ
な
が
り
の
と
こ
ろ

が
、
よ
く
描
け
た
と
思
い
ま

す
。
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